
２０２５度 静岡県言語聴覚士会 講演会 開催 

６月８日（日）静岡県男女行動参画センターあざれあにて２０２５年度の静岡県言語聴覚士

会講演会を会場開催しました。 

 

 

13:00～15:00 講演 1「音声障害と嚥下障害 術後の反回神経麻痺による音声障害など」  

北里大学医療衛生リハビリテーション学科言語聴覚療法学専攻   村上 健先生 

声を見ること（嚥下障害と音声障害の関連など）、反回神経麻痺後の音声障害、気管切

開による発声困難についてご講演いただきました。 



 

嚥下評価では、改定水飲み検査の中で湿性嗄声の有無の判別をしますが、湿性嗄声が

あったら声門上流入は確実で、不顕性誤嚥の可能性もあります。しかし声が出ない、持

続しないといった湿性嗄声以外の症状も要注意であり、摂食嚥下の臨床において声の評

価は重要であるとのお話から始まりました。 

言語聴覚士が臨床で扱う言語機能といえば、声（発声）、話しことば（構音）、言語（音

声や文字）です。発声は、呼吸器系が声の動力源となり、その後喉頭での声帯振動が音

源となって生じるものです。正常発声には、声門閉鎖、両側声帯の対称性、声帯の均質

性・硬さ・質量・層構造が保たれていること、妨害物がないことが必要な条件ですが、

これが崩れると音声の問題が生じます。また、喉頭は発声以外にも呼吸、下気道の防御

の役割を担っています。このことから、声帯閉鎖不全に伴う音声障害と誤嚥(嚥下障害)、

声帯開大不全に伴う呼吸障害というように、喉頭の異常は音声障害だけでなく嚥下障害、

呼吸障害につながることもあります。そのため、声の異常に気が付いた場合には、原因

を検索し、必要に応じた音声改善手術や音声治療などを行うことが重要とのことでした。 

音声治療は、先生は音声外来で GRBAS尺度や喉頭内視鏡、ストロボスコピーなどで

評価し、1～2 週に 1 回の頻度で全 10～15 回程度、2～3 ヵ月後に再評価をしながら終

了まで実施されるとの事でした。 

声門閉鎖不全の改善を促す方法としてはプッシング法（導入として実施）・硬起声・

指圧法が紹介され、声門閉鎖不全の代償として過緊張を呈している場合にはハミング法



が有用とご教授いただきました。 

講義後には、参加者から外来での痙攣性発声障害の治療について質問があり、指圧法な

どの有効な促進法を交えてご回答いただきました。 

要所に音声実演を交えた講義で非常に分かり易く、興味深く拝聴している内に終了時

間が早く感じられました。最長持続発声や声帯に負担をかけない無音の咳等を会場内の

全員で実践してみる事で、改めて正常発声の感覚や指導方法のポイントをつかむことが

できました。また、その他にも音声治療の適応や耳鼻科受診が必要なケースの判別等、

臨床場面で活かせる点が多く実用性の高いご講義内容でした。 

久しぶりの会場開催となり、活発な情報交換がされる会となりました。 

 

 

 

講演会アンケート結果 

 

参加者 45人 回収人数 20人 回収率 44％ 

  

（講演会の今後の形式について） 

WEB開催が良い 2人 11％ 



情勢によって対応してほしい 11人 55％ 

どちらでもよい 7人 35％ 

 

（資料の送付について） 

メールで資料が届きダウンロードも印刷もできた 20人 100％ 

 

（会場型講義・運営についての感想） 

※同様の意見は適宜まとめさせていただきました 

・WEB開催と比べて、進行がスムーズで良かったです。進行や運営に問題はなかった。 

・WEB講義より緊張感があり、集中しやすかった。 

・講師が実演してくれたりその場でやり取りできたりするところがよかった。 

・実技ができてよかった。 

・他施設の STと直接話したり情報交換することができたりしてよかった。 

・遠方の方は参加が難しいかと思うので、web開催とのハイブリッドや開催場所の検討

は今後必要だと思う 

・メールからの資料印刷は自分で印刷設定ができることや、運営負担の軽減にもつなが

るのでよいと思う。 

 

（村上先生の講義内容についての感想） 

・実践がありとてもわかりやすかった。（複数名より） 

・音声障害についてとても勉強になりました。今後の臨床に活かしていきたい。（複数

名より） 

・養成校を出てしまうと改めて聞く機会のない話も多かったので、受講できてよかった。 

・翌日から使える内容でとても勉強になった。 

・嚥下障害の湿性嗄声ばかり気にして、音声障害をおろそかにしていたなあと反省した。

先生のご講義は声帯の動きのイメージができわかりやすかったので、すぐに実践でき

そうだ。 

・もっと時間をとってお話を聞きたかった。 

・音声障害について簡潔にご講義頂き、実用性のある内容だった。日頃おうかがいして

いる利用者様にも音声障害を併発している方もいらっしゃるかと思うので、耳鼻科受

診の必要性も考慮しつつ関わる事も有用と思った。 

・最新の知識にアップデートできた。ただ、嚥下についてもう少し勉強したかった。 

・音声障害の方に多く出会い、その方に合わせてプッシング法やため息法など実施して

いたが、指圧法やピッチ調整も今後試してみたい。実際の訓練方法を教えて頂きわか

りやすかった。 

 


